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産
科
医
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
助
産
師

へ
の
期

待
が
高
ま

っ
て
い
る
。
鹿

児
島
県
や
看
護
協
会
な
ど

は
、
助
産
師
の
資
質
向
上

の
た
め
に
、
就
職
後
の
教

育
体
制
を
強
化
。
病
院
間

で
の
相
互
研
修
、
新
人
や

中
堅
助
産
師
の
た
め
の
合

同
研
修
な
ど
を
開
始
し
、

能
力
の
底
上
げ
を
図

っ
て

い
る
。

３
月
末
、
鹿
児
島
市
の

柿
木
病
院
に
、
鹿
児
島
市

立
病
院
か
ら
研
修
に
来
て

い
る
助
産
師

・
川
越
真
衣

さ
ん

（
３‐
）
の
姿

が
あ

っ

た
。
２
月
末
か
ら
の
約
１

の
翻
孵
獅
時
動
晰
康
判
４

れ
ほ
ど
連
続
し
て
お
産
に

つ
く
の
は
初
め
て
。
学
ん

と
研
修
の
意
義
を
実
感
す

る
。助

産
師
は
妊
婦
健
診
か

ら
分
娩
、
産
後
の
母
子
の

ケ
ア
ま
で
、
安
全
で
安
楽

な
出
産
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
が
仕
事
だ
。
た
だ
、

働
く
病
院
の
機
能
に
よ

っ

て
、
関
わ
る
場
面
は
異
な

る
。鹿

児
島
市
立
病
院
は
、

周
産
期
医
療
の
中
核
と
な

る
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
だ
。
川
越
さ
ん

は
６
年
間
、
緊
急
時
対
応

や
帝
王
切
開
な
ど
の
リ
ス

ク
が
あ
る
分
娩
や
異
常
の

早
期
発
見
な
ど
の
経
験
を

重
ね
て
き
た
。　
一
方
で
、

取
り
上
げ
た
自
然
分
娩
は

６０
件
と

「経
験
年
数
に
し

て
は
、
少
な
い
と
い
う
思

い
が
あ

っ
た
」
と
い
う
。

そ
こ
で
、
助
産
師
を
施

設
間
で
派
遣
し
あ
う
県
看

護
協
会
の
相
互
研
修
に
参

加
し
た
。
分
娩
数
が
増
え

た
だ
け
で
は
な
く
、
「
育

児
教
室
、
母
親
学
級
な
ど

を
見
学
し
て
視
野
が
広
が

っ
た
」
と
振
り
返
る
。
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鹿児島

だ
こ
と
を
、
時
間
が
あ
ま

り
た
た
な
い
う
ち
に
ま
た

経
験
し
て
実
感
で
き
る
」

,



◆

◆

◆

こ
れ
ま
で
の
妊
婦
健
診

や
出
産
は
、
低
リ
ス
ク

ｏ

高
リ
ス
ク
と
も
に
医
師
が

関

わ

る
場

面
が

多

か

っ

た
。
し
か
し
助
産
師
も
妊

婦
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
高
い

技
術
や
専
門
性
を
持
ち
、

正
常
分
娩
で
あ
れ
ば
赤
ち

ゃ
ん
を
取
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
国
は
産
科
医

不
足
を
背
景
に
効
率
的
な

医

療

を

進

め

る
観
点

か

ら
、
正
常
分
娩
を
医
師
と

連
携
し
て
助
産
師
自
ら
が

扱
う
こ
と
を
推
進
し
て
い

る
。そ

こ
で
国
や
県
は
資
質

向
上

へ
の
取
り
組
み
を
強

化
。
助
産
師
の
相
互
研
修

は
、
実
践
能
力
強
化
を
目

的
に
２
０
１
４
年
度
、
厚

生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
始
ま
り
、

１５
年
度

か
ら
は
県
が
県
看
護
協
会

に
委
託
す
る
。
　

　

・

鹿
児
島
大
学
病
院
や
鹿

児
島
市
立
病
院
な
ど
の
高

リ
ス
ク
分
娩
や
帝
王
切
開

が
多
い
病
院
と
、
低
リ
ス

ク
分
娩
が
多
い
病
院
で
相

互
研
修
し
、

１４
年
度
は
３

施
設
４
人
、

１５
年
度
は
６

施
設
１２
人
が
１
人
１
週
間

か
ら
１
カ
月
参
加
し
た
。

柿
木
病
院
か
ら
も
、
市

立
病
院
と
大
学
病
院
に
研

修
に
行

っ
た
。
有
馬
睦
子

総
師
長
（４７
）
は

「緊
急
度

や
リ
ス
ク
の
高
い
人
の
ケ

ア
を
学

ぶ

こ
と

が

で
き

る
」
と
説
明
。
県
看
護
協

会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

有
村
京

子
さ

ん

（
６８

）
は

「他
施
設
の
機
能
を
知
る

機
会
で
も
あ
る
。
受
け
入

れ
施
設
も
、
自
分
の
病
院

を
見
直
す
い
い
刺
激
に
な

る
」
と
話
す
。
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◆
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県
看
護
協
会
は
県
の
委

託
で
１３
年
度
か
ら
、
１
～

３
年
目
の
新
人
助
産
師
を

対
象
に
５
日
間
の
合
同
研

修
会
を
実
施
す
る
。

１５
年

度
は
、
９
施
設
１９
人
が
参

加
し
た
。

助
産
師
１
年
目
で
参
加

柿
木
病
院
で
研
修
す
る
鹿

児
島
市
立
病
院
の
助
産
師

・
川
越
真
衣
さ
ん
（左
）
＝

３
月
２２
日
、
鹿
児
島
市
の

柿
木
病
院

し
た
愛
育
病
院
の
上
薗
志

歩
さ
ん
（２３
）
は

「現
場
で

学
ん
で
き
た
こ
と
の
意
味

や
技
術
の
コ
ツ
を
あ
ら
た

め
て
確
認
で
き
た
」
と
振

り
返
る
。
普
段
は
接
点
が

な
い
他
施
設
の
助
産
師
と

も
交
流
で
き

「刺
激
を
受

け
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
こ
と
に
共
感

し
た
」
と
話
す
。

翌
年
の
１４
年
度
か
ら
は

中
堅
の
た
め
の
研
修
プ

ロ

グ
ラ
ム

（４
日
間
）
が
、

鹿
児
島
大
学
の
公
開
講
座

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
助
産

師
の
能
力
を
認
証
す
る
全

国
共
通
の
仕
組
み

「
ア
ド

バ
ン
ス
助
産
師
」
認
定
に

必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
盛

り
込
む
。

県
看
護
協
会
助
産
師
職

能
理
事
で
、
鹿
児
島
大
学

教
授
＝
助
産
学
＝
の
吉
留

厚
子
さ
ん
（６０
）
は

「以
前

は
、
助
産
師
が
就
職
後
に

学
ぶ
た
め
の
県
全
体
で
の

取
り
組
み
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
各
自
の
努
力
に
任
さ

れ
て
い
た
」
と
話
す
。

近
年
は
研
修
の
充
実
を

理
由
に
、
県
内
に
残

っ
た

学
生
も
出
始
め
た
。
「
研

修
の
充
実
は
、
助
産
師
の

学
ぶ
意
欲
の
向
上
や
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
県

内
の
助
産
師
確
保
な
ど
の

助
け
に
な

っ
て
い
る
」
と

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

（川
畑
美
佳
）
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